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　記憶に関する研究は，1880年代のエビングハウス
（Ebbinghaus, 1885）を代表に，古くから，数多く行わ
れ，幼児の記憶方略研究において，幼児は自発的には
体制化やリハーサルを行うことは難しいが，訓練をす
れば，体制化やリハーサルなどの記憶方略を使用し，
記憶成績を向上することができる（Moely et al., 1969）
ことがこれまでに明らかにされている。また，近年注
目されているワーキングメモリについても，数多くの
研究が行われており，Baddeley（1986）のモデルでは
一つの中央実行系が 2つのサブシステムを従える形に
なっている。サブシステムは音韻ループと視空間ス
ケッチパッドであり，前者は主に言語性のワーキング
メモリと関わり，後者は視覚性のワーキングメモリと
関わるとされている（Logie, 1995）。短期記憶とワー
キングメモリについて，短期記憶は一時的な記憶の保
持を司り，ワーキングメモリは一時的な記憶の保持と
情報の操作，注意の制御を司っている。この 2つは同
一のものではないことが，Baddeley（1986）によって
明らかにされており，その違いは，短期記憶では情報
が一時的にパッシブに保持されるのに対し，ワーキン
グメモリはそれがアクティブに保持され，目標志向性
が強い点にあるが，ワーキングメモリの定義やメカニ
ズムは研究者によって様々であるのが現状である。
　今までの記憶研究，特に記憶方略やワーキングメモ
リの研究においては，複数の単語を記憶する課題や
リーディングスパンテスト，数逆唱課題などが多く用
いられており，言語能力に支えられた記憶が検討され

視空間ワーキングメモリと短期記憶に関する研究

堂　山　亞　希＊・橋　本　創　一＊＊

臨床心理学分野

（2011年 9月28日受理）

ることが多かった。一方で，学校教育場面や日常の状
況認知などを考える際，言語能力に支えられた記憶や
ワーキングメモリ（聴覚―音声系処理など）だけでな
く，視知覚能力による処理に支えられた記憶やワーキ
ングメモリ，記憶方略の検討も必要不可欠であると考
えられるが，それを明らかにしている研究はかなり少
ない。
　よって本研究では，幼児の視知覚に支えられたワー
キングメモリや短期記憶の発達経過と視覚記憶に関す
る方略の獲得過程を明らかにすることを目的とする。

２．１　対象児
　CA3･4･5 歳の幼児（各年齢男女10名ずつ計60名）

２．２　手続き
　東京学芸大学教育実践研究支援センタープレイルー
ムにて課題を個別に実施。実施時間は15分程度

２．３　実施課題
①カード位置記憶課題
　 3× 2の枠内に 6枚のカード（動物の絵 3枚・果物
の絵 3枚）を配置し，5秒間提示してその位置を記憶
させ，5秒間の保持時間の後，元の位置にカードを配
置させる課題。課題を 4試行行い，① 1は被験児に
カードの位置を決めさせ，① 2はカードの仲間わけ
をさせたあとに被験児にカードを配置させる（体制化
を促進させる教示）。① 3は動物と果物をセットにさ
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せるような（精緻化を促進させる）教示をしてから被
験児に配置させ，① 4は実験者がカードの配置を決
める。
②ブロック位置記憶課題
　 3× 2の各枠内の中心に 3㎝四方の赤い四角形を描
いたものを使用する。記憶検査であるWMS Rの一部
の検査項目（視覚性記憶範囲）を幼児版に改定したも
ので，先に，実験者が四角を指差し，同じ順序で被験
児にもタッピングさせる正順序（② 1）を行い，次
に，実験者が指差した順序と反対の順で被験児にタッ
ピングさせる逆順序（② 2）を行う。

２．４　分析の観点
　今回の実験で用いた課題のうち，ブロック位置記憶
課題の正順序は純粋な短期記憶（STM）を，逆順序
は純粋なワーキングメモリ（WM）を測定している。
一方，カード位置記憶課題は実験者が配置を決める①
4はSTMを測定できると推測されるが，被験児が配
置を決める① 1から① 3は，STMとWM両方に関
わっている。しかし，① 2と① 3は，被験児が方略
を用いて配置し，記銘できるように教示を行っている
のでSTMよりもWMが優位に関わっており，① 2は
先行研究より幼児は自発的に記憶方略を用いることが
できないということが分かっていることからSTMが
優位に関わっていると考えられる。従って本研究で
は，カード位置記憶課題の① 1と① 4，ブロック位
置記憶課題の② 1の総合点をSTM得点，カード位置
記憶課題の① 2と① 3，ブロック位置記憶課題の②
2の総合点をWM得点とする。

３．１　短期記憶とワーキングメモリの発達的経過 
　STM得点とWM得点には有意な正の相関がみられ
た の で（ r  =.547, p<.01），STM得 点 と 年 齢（CA），
WM得点とCAの関連に，それぞれWM得点，STM得
点の影響を排除するため，偏相関分析を行ったとこ
ろ，STM得点とCA，WM得点とCAの間に有意な正
の相関がみられた（ r=.021, p<.05） （ r=.415, p<.05）。
また，STM得点とWM得点の平均点の推移をFig.1 に
示す。STM得点では，5歳は 3歳よりも有意に高かっ
た（F（2,59）= 9.55, MSe=144.32, p<.01）。一方，WM

得点では 4，5歳は 3歳よりも有意に高かった（F

（2,59）=12.04, MSe=189.12, p<.01）。

３．２　短期記憶とワーキングメモリの関連
　前述のように，STM得点とWM得点には有意な正
の相関がみられた（ r=.547, p<.01）が，STM得点と
WM得点の差を検定したところ，STM得点の方が有
意に高かった（ t（59）=4.49, p<.01）。また，ブロック
位置記憶課題の同順序と逆順序の得点には有意な正の
相関がみられた（ r=.515, p<.01）が，その差の検定を
したところ，同順序の方が有意に得点が高かった（ t

（59）=8.94, p<.01）。一方，カード位置記憶課題の①
1と① 4の合計得点をカードSTM得点，① 2と①
3の合計得点をカードWM得点とすると，この 2者
間には有意な正の相関がみられ（ r=.388, p<.01），そ
の差を検定したところ，有意な差はみられなかった
（ t（59）=.11, n. s.）（Fig.2）。

３．３　教示による記憶方略の使用
　カード位置記憶課題において，体制化・精緻化方略
を使用した人数をFig.3 に示す。体制化方略を使用し
た人数は，① 1から① 2までは有意に上昇するが
（ t（59）=6.30, p<.01），① 2から① 3では有意に下
降した（ t（58）=3.94, p<.01）。一方，精緻化方略を使
用した人数は，① 1と① 2には差はみられなかった
が（ t（59）= .57, n.s.）が，① 2から① 3までは有意
に上昇した（ t（59）=8.78, p<.01）。

Fig. 2　短期記憶とワーキングメモリの課題別比較

Fig. 1　年齢別　STM・WM得点
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３．４　記憶方略の獲得過程
　年齢別にカード位置記憶課題において記憶方略を使
用した人数をFig.4 に示す。① 1では，年齢に関係
なく，体制化方略も精緻化方略も使用できる児は少な
かったが，① 2では，体制化方略を使用した児は，
3歳は約半数が，4，5歳は17名が方略を使用し，3
歳よりも 4，5歳で有意に多かった（F（2,59）=3.40, 
MSe= .60, p<.05）。① 3では，体制化方略を使用した
人数は年齢による差はなかったが（F（2,59）=1.17, 
MSe= .29, n. s.），精緻化方略を使用した児は，3歳で
は 8名が，4，5歳は14名が方略を使用し，3歳より
も 4，5歳 で 有 意 に 多 か っ た（F（2,59）=2.59, 
MSe= .60, p<.10）。

　次に，カード位置記憶課題における記憶方略の使用
の質を詳しくみていく。① 2において体制化方略を，
① 3において精緻化方略を，カード配置時と回答時
に使用することができたか否かを年齢別に表したグラ
フをFig.5，Fig.6 に示す。① 2の体制化方略では，
3歳児は半数近くは方略を使用することができず，配
置時に方略を使うことができても，回答時に方略を使
うことができる児は少なかった。一方 5歳児は，配置
時には20名中17名が体制化方略を使用することがで
き，回答時にも半数が完全に方略を使用することがで
きた。また，① 3の精緻化方略では，3歳児の半数
以上は精緻化方略を使用することができず，配置時に

精緻化方略を使用できても回答時には殆どが方略を使
用することができなかった。一方 4，5歳児は20名中
14名が配置時に方略を使用することができ，回答時
も半数以上が不完全でも方略を使用しようとすること
ができた。

３．５　方略使用の記憶成績への影響
　体制化方略を使用した場合の記憶成績と使用しな
かった場合の記憶成績には有意な相違がみられ（x2

（1,60）=7.06, p<.01），方略を使用した方が記憶成績が
よい結果となった。一方精緻化方略では，方略を使用
した場合の記憶成績と使用しなかった場合の記憶成績
では有意な相違はみられなかった（x2（1,60）=0.60, n. 

s.）。

　視知覚に支えられた短期記憶とワーキングメモリの
本課題における発達的経過に関して，年齢とSTM得
点・WM得点に有意な相関がみられ，STM得点では，
5歳は 3歳より，WM得点では 4，5歳は 3歳よりも
有意に得点が高かったので，どちらも加齢に従って獲
得されることが明らかになった。
　短期記憶とワーキングメモリの関連について，
STM得点とWM得点，純粋な短期記憶課題であるブ

Fig. 5　① 2年齢別　体制化方略の使用

Fig. 4　課題・年齢別　方略使用人数の推移

Fig. 3　課題別　方略使用人数の推移

Fig. 6　① 3年齢別　精緻化方略の使用
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ロック位置記憶課題の同順序と純粋なワーキングメモ
リ課題である逆順序の得点には有意な正の相関がみら
れた。一方，STM得点とWM得点，ブロック位置記
憶課題の同順序と逆順序のでは，どちらも有意に短期
記憶に関する方の得点が高かった。このことから，
ワーキングメモリと短期記憶は共通した部分もあるが
別物であり，ワーキングメモリに関する方の得点が低
かったことから，ワーキングメモリに関する課題では
より高度な処理が求められることが分かる。
　しかし，カード位置記憶課題では，カードSTM得
点とカードWM得点の間には有意な正の相関がみら
れたが，有意な差はみられなかった。このことから，
本研究で用いたカード位置記憶課題では，どの試行間
も測ることができた能力に違いがあまりなかったと考
えられる。
　教示によって記憶方略を使用できるようになるかに
関して，体制化方略は教示がない① 1よりも仲間分
け後の① 2の方が方略を使用した人数が有意に多
かった。また，精緻化を促進させるような教示後の①
3では，それ以前（① 1・① 2）よりも有意に精
緻化方略を使用した人数が多かった。従って，体制化
方略も精緻化方略も教示によって使用できるようにな
ることが明らかになった。
　加えて，体制化方略を使用した人数は，教示によっ
て一旦増加したが，精緻化を促進する教示を行うと下
降した。これは，精緻化方略を用いようとすることに
よって，体制化方略を使用できなくなったと考えら
れ，幼児では体制化方略と精緻化方略の両方を同時に
使用することは難しいのではないかと考えられる。
　記憶方略の獲得に関して，教示がない① 1では体
制化方略も精緻化方略も使用した児はどの年齢でも少
なかった。しかし① 2では，3歳児は約半数が体制
化方略を使用できるようになったのに対し，4，5歳
児は17名と多くの児が方略を使用できるようになっ
た。また① 3では，3歳児は半数近く，4，5歳児は
7割の児が精緻化方略を使用できるようになった。
　次に，カード位置記憶課題における記憶方略の使用
の質に関して，体制化方略では，3歳児は半数近くは
方略を使用することができず，配置時に方略を使うこ
とができても，回答時に方略を使うことができる児は
少なかったことから，まだうまく体制化方略を利用す
るに至っていないと考えられる。一方 5歳児は，配置
時には殆どの児が体制化方略を使用することができ，
回答時にも半数が完全に方略を使用することができた
ことから，うまく体制化方略を利用し記憶を助けるこ
とができていると考えられる。

　また，精緻化方略では，3歳児の半数以上は精緻化
方略を使用することができず，配置時に精緻化方略を
使用できても回答時には殆どが方略を使用することが
できなかったことから，体制化方略よりも，よりうま
く方略を利用することができないと考えられる。一方
4，5歳児は多くの児が配置時に方略を使用すること
ができ，回答時も半数以上が不完全でも方略を使用し
ようとすることができたことから，体制化方略をうま
く利用することができた人数よりは少ないが，精緻化
方略もうまく利用し記憶を助けることができる児も多
いと考えられる。
　記憶方略の使用による記憶成績への影響に関して，
体制化方略では方略を使用した方が記憶成績がよい結
果となり，一方精緻化方略では，記憶成績に有意な相
違はみられなかった。このことから，体制化方略は幼
児でも使用することによって記憶を助けることができ
るが，精緻化方略は使用できる児も多くないので，記
憶を助けられる児も少なかったと考えられる。
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視空間ワーキングメモリと短期記憶に関する研究

Research on a visuo-spatial working memory and short-term memory

堂　山　亞　希＊・橋　本　創　一＊＊

DOYAMA Aki  and  HASHIMOTO Soichi

臨床心理学分野

 The experiment about visuo-spatial working memory, short-term memory, and the memory strategy for children aged from 

three to five, was conducted. As a result, it became clear that the development progress in this subject is gained about a working 

memory, short-term memory, and the memory strategy according to aging. Moreover, also young children could use the memory 

strategy for organization and elaboration, and there were many children especially the 5  years-old who was able to raise memory 

results because of using memory strategy by instruction.

Key words: working memory, short-term memory, and the memory strategy

Department of clinical psychology, Tokyo Gakugei University, 4-1-1 Nukuikita-machi, Koganei-shi, Tokyo 184-8501, Japan

　3 ～ 5歳の幼児を対象に視空間ワーキングメモリや短期記憶，記憶方略に関する実験を行った。その結果，
本課題における発達的経過は，ワーキングメモリと短期記憶，記憶方略について，加齢に従って獲得されることが
明らかになった。また，幼児でも教示によって体制化と精緻化の方略を使用することができ，特に 5歳児は方略を
利用することで記憶成績を向上させることができた児が多かった。

キーワード: ワーキングメモリ，短期記憶，記憶方略
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